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拝啓 酷暑の候、貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、地球温暖化問題が深刻化し、その対応は人類永続の存亡をかけた喫緊の課題とな

っており、低炭素社会の実現に向けた大幅な社会構造の転換が求められているところです。 
そんな中、省エネ家電やヒートポンプの導入が地球温暖化対策として大きく位置づけら

れ、エアコンの省エネ化が著しく進んでいるかのうように宣伝され、消費者に対して地球

温暖化対策のために買い替えが促されています。しかし、昨今のマスメディア報道によれ

ば、ヒートポンプの性能測定方法に関する重大な詐称が行われていることが明らかにされ

てきました。 
ヒートポンプの性能表示については、かつて冷蔵庫のカタログ表示で消費者への偽装問

題として国会でも取り上げられたところです。これに続き、エアコンやエコキュートなど

のヒートポンプについてもメーカーの意図的操作によって性能表示が実態とかけ離れた数

値を表示していたとなれば、私たち消費者団体、環境団体としても看過できない事態であ

ると考えています。 
そこで、ヒートポンプの性能表示や冷媒フロンについての問題について、別紙のとおり

質問しますので、御社としてのご見解を 7 月 28 日（水）までに貴殿名にて返答くださいま

すよう、お願いします。 
なお、本件の回答の結果は、各団体のＷＥＢサイトにて公表することを前提とさせてい

ただきます。 
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★エアコンの性能評価と表示について 

エアコンに関して、ユーザーによる一般的なリモコン操作では再現できない方法、いわ

ゆる「爆風モード」を採用したエアコンは、これまでに約 3,000万台～4,000万台が販売さ
れてきたと伝えられています。御社のこうした製品の製造、販売状況について質問します。 

 
Ｑ１ ： 御社の製品の場合、爆風モードによる性能測定によるエアコンの販売を行って

いたことがありますか。あるとすれば、その時期はいつからいつまででしょうか。 

 
     Ａ ある （時期：                        ）   
     Ｂ ない 
 
Ｑ２ ： 毎年の製品ごとに、爆風モードを起動するためのスイッチ操作方法を明らかに

してください（自動起動の場合は明記）。また、各機器の国内販売台数(実績)の

概数も明記してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ３ ： 上記の測定方法やその表示は、法令や消費者への情報提供の観点から、適正な

ものと考えていますか。また、いわゆる爆風モードを搭載していると知りながら、

これらの機器を製造・販売していたのであれば、御社としてどのような経営責任

をとられるつもりか記載してください。 

 
     Ａ 表示は適正である        Ｂ 表示は適正ではない 
 
経営責任について 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｑ４ ： 上記の問題に加えて、エアコンの使用時間についても過大に見積もられ、実体

とはかい離した表記がなされていると伝えられています。エアコンの性能測定方

法や店頭表示法に関しては、通常作動や時間に即した表示とすべきと思いますが、

御社としての今後改善策や基本方針を明らかにしてください。 

 
     Ａ 実性能に即した表示とすべき   Ｂ ＪＩＳに即した表示とする 
 
今後の改善策や基本方針について 
 
 
 
 
 
 

 
Ｑ５ ： エアコンに冷媒としてフロンを使用している場合、カタログにフロンの種類、

封入量、地球温暖化効果を表示すべきと考えますが、御社の製品カタログでは表

示されていますか？また、冷媒フロンの対応について自然冷媒への転換や今後の

表示等についてのお考えをお聞かせください。 

      
     Ａ 表示している       Ｂ 表示していない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★エコキュートの性能表示について 

エアコンのみならず、エコキュートの実性能は通常の地域においてＣＯＰが２前後であ

ること、寒冷地においては１程度にあると言われ、エコキュートの効率性が過大に評価さ

れ、不適正な表示がなされていると言われています。温暖化対策施策の中で今後の大幅な

導入が見込まれていますが、実態に即した表示がなされていなければ、今後、冷蔵庫、エ

アコンに続き、３度目の社会的被害となることが懸念されますが、これについて質問しま

す。 
 
 



Ｑ６ ： 御社ではエコキュートを年間何台程度、製造販売しているのか具体的にお書き

ください。また御社のエコキュートは、性能表示と実性能が上記のように違いが

あるのでしょうか。 

 
     エコキュートの販売台数  年間       台 
 
     Ａ エコキュートの製造はしていない 

Ｂ 実性能はＣＯＰ表示と異なる    
Ｃ 実性能はＣＯＰ表示と同じである 

 
Ｑ７ ： エコキュートの効率について、適正な測定規格・表示を導入する方向に進む責

務について、貴殿はどのようにお考えですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
★ヒートポンプと温暖化対策について 
 全般的に過大性能評価されたヒートポンプは温暖化対策になるどころか、むしろ対策を

遅らせる原因にもなります。また、エアコンなどのヒートポンプに封入されている冷媒フ

ロンは高性能の表示のために増量されてきたとの報告もあり、実体的な省エネ効果がない

ばかりか、フロンの使用時大量漏えいや回収率の低迷により地球温暖化を促進しているこ

とも明らかとなってきました。これについて以下に質問します。 
 
Ｑ８ ： 実態を欠く、虚構のヒートポンプを推進した弁償として、市場に出回った冷媒

フロン、いわゆるフロンバンクの回収対策についてどのように考えますか（自己

資金によるフロンの買い取りなど）、御社の方針をお聞かせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｑ９ ： 表示性能に満たない製品を購入した消費者に対して、どのように弁償するのか

（金銭賠償や、表示どおりの性能が発揮される製品への取り替えなど）、方針を

お聞かせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ１０：  (財)ヒートポンプ・蓄熱センターが 6月 8日、ヒートポンプの高性能化、普及

拡大で大きな経済効果と CO2の大幅削減が期待できるとの報告書を発表しました。

報告書では、冷暖房や給湯がすべてヒートポンプに変われば１億 4000 万トンの

削減可能性があるとしています。こうした削減ＰＲに対してどのようにお考えで

すか。また、御社としてどのように関与する予定でしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★その他、本件に関して何かコメントがあればお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


